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２
０
２
５
年
暮
れ
に
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
プ
ー
チ
ン
・
ロ
シ
ア
大
統

領
は
恒
例
の
「
今
年
の
総
括
」
と
題
す
る
大
型
会
見
を
開
き
、
ロ
シ

ア
経
済
の
現
状
に
関
し
以
下
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　
「
25
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
１
％
だ
。
し
か
し
直
近
３
年
間
で
見

れ
ば
累
計
で
９・７
％
の
成
長
と
な
っ
て
い
る
。同
じ
期
間
に
、ユ
ー

ロ
圏
の
成
長
率
は
３・１
％
だ
っ
た
。
今
年
の
１
％
成
長
に
つ
い
て

言
え
ば
、
こ
れ
は
政
府
、
中
央
銀
行
、
そ
し
て
国
の
指
導
部
全
体
に

よ
る
意
図
的
な
動
き
で
あ
り
、
イ
ン
フ
レ
目
標
政
策
と
結
び
付
い
た

も
の
だ
。
そ
し
て
、
こ
の
課
題
は
全
体
と
し
て
解
決
で
き
て
い
る
と

評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
経
済
成
長
率
の
低
下
は
意
図
的
な
一
歩
で

あ
り
、
こ
れ
は
経
済
の
質
、
そ
し
て
マ
ク
ロ
経
済
指
標
の
健
全
性
を

維
持
す
る
た
め
の
代
償
な
の
だ
」。

　

こ
の
よ
う
に
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
平
常
運
転
を
強
調
し
て
い
る

も
の
の
、
さ
す
が
に
25
年
の
成
長
鈍
化
を
「
意
図
的
な
調
整
」
と
言

い
張
る
の
は
無
理
が
あ
る
だ
ろ
う
。
各
種
の
経
済
指
標
や
現
象
は
、

ロ
シ
ア
の
戦
時
経
済
成
長
モ
デ
ル
が
25
年
に
は
行
き
詰
ま
り
、
こ
こ

に
来
て
不
振
の
度
合
い
が
深
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

「
軍
事
ケ
イ
ン
ズ
主
義
」
の
興
亡

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
２
０
２
２
年
２
月
に
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
の
全
面
軍
事
侵
攻
を
開
始
す
る
と
、
先
進
諸
国
は
厳
し
い
対
ロ

シ
ア
制
裁
を
打
ち
出
し
、
そ
の
打
撃
で
ロ
シ
ア
は
２
桁
の
マ
イ
ナ
ス

Ｆ
Ｏ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
● 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
５
年
目
の
困
難

ロ
シ
ア
戦
時
経
済
の
内
実

─
─「
い
つ
戦
費
が
尽
き
る
か
」は
愚
問
で
あ
る

戦
争
と
い
う
財
政
出
動
で
好
景
気
を
。
だ
が
、
プ
ー
チ
ン
「
軍
事

ケ
イ
ン
ズ
主
義
」
に
も
限
界
が
。
ど
こ
ま
で
支
え
ら
れ
る
の
か
。

・
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
成
長
鈍
化
を
「
意
図
的
な
調
整
」
と
虚
勢

・
石
油
・
ガ
ス
輸
出
も
低
迷
、
基
金
も
底
突
き
苦
し
い
台
所
事
情

・
ロ
シ
ア
は
ど
こ
ま
で
戦
争
経
済
の
歪
み
に
耐
え
ら
れ
る
の
か
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０
２
２
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成
長
に
陥
る
と
い
う
見
方
が
広
が
っ
た
。
し
か
し
、
蓋
を
開
け
て
み

る
と
、
22
年
こ
そ
実
際
に
マ
イ
ナ
ス
成
長
を
記
録
し
た
も
の
の
、
マ

イ
ナ
ス
幅
は
１・４
％
と
軽
微
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
23
年
に
は
４・

１
％
、24
年
は
４・９
％
と
、数
字
の
上
で
は
目
を
見
張
る
プ
ラ
ス
成

長
に
転
じ
た
。

　

先
進
諸
国
と
し
て
は
、
制
裁
で
プ
ー
チ
ン
を
追
い
詰
め
る
つ
も
り

が
、
実
際
に
は
ロ
シ
ア
経
済
の
不
況
で
は
な
く
好
況
、「
冷
え
込
み
」

で
は
な
く
「
加
熱
」
が
生
じ
た
。
国
際
社
会
に
は
、「
な
ぜ
こ
ん
な
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
？
」、「
何
か
の
間
違
い
で
は
な
い
の

か
？
」
な
ど
と
い
っ
た
、
あ
る
種
の
現
実
否
認
が
広
が
っ
た
。

　

そ
れ
を
説
明
す
る
た
め
の
概
念
と
し
て
脚
光
を
浴
び
た
の
が
、

「
軍
事
ケ
イ
ン
ズ
主
義
」だ
っ
た
。か
つ
て
ロ
シ
ア
中
央
銀
行
幹
部
の

顧
問
を
務
め
、
現
在
は
カ
ー
ネ
ギ
ー
財
団
を
拠
点
に
活
躍
す
る
ア
レ

ク
サ
ン
ド
ラ
・
プ
ロ
コ
ペ
ン
コ
氏
が
、
ロ
シ
ア
経
済
の
現
状
を
、
こ

の
軍
事
ケ
イ
ン
ズ
主
義
と
い
う
観
点
か
ら
鋭
く
批
判
す
る
代
表
的
な

論
客
と
な
っ
た
。
彼
女
は
、
ク
レ
ム
リ
ン
は
軍
事
・
安
全
保
障
支
出

を
急
増
さ
せ
る
こ
と
で
、
単
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
長
期
化
に
備
え

る
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
マ
ク
ロ
経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
を
見
い
だ
し

て
お
り
、
軍
需
経
済
が
経
済
成
長
の
牽
引
役
に
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
と
喝
破
し
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
軍
事
ケ
イ
ン
ズ
主
義
に
よ
る
成
長
路
線
が
限
界
を
抱
え

て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
実
際
、
ま
ず
顕
著
と
な
っ
た
の

は
、
深
刻
な
人
手
不
足
で
あ
っ
た
。
も
と
も
と
ロ
シ
ア
に
は
そ
の
傾

向
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
軍
へ
の
リ
ク
ル
ー
ト
と
市
民
の
国
外
脱
出

が
重
な
り
、
労
働
人
口
が
縮
小
し
た
。
そ
こ
に
戦
争
景
気
が
降
っ
て

湧
い
た
た
め
、
軍
需
工
場
が
労
働
力
を
囲
い
込
み
、
賃
金
が
上
昇
し

て
イ
ン
フ
レ
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
軍
需
以
外
の
産
業
で
は
人
手

が
確
保
で
き
な
く
な
っ
た
。
い
く
ら
需
要
が
増
え
て
も
、
労
働
力
が

得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
経
済
は
そ
れ
以
上
成
長
で
き
な
い
わ
け
で
、
ロ

シ
ア
は
24
年
頃
に
は
そ
の
飽
和
点
に
達
し
た
。

　

ま
た
、
財
政
赤
字
を
穴
埋
め
す
る
た
め
の
借
り
入
れ
が
金
利
を
上

昇
さ
せ
、
民
間
の
経
済
活
動
を
圧
迫
す
る
と
い
う
「
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ン

グ
ア
ウ
ト
」
が
発
生
し
た
。
イ
ン
フ
レ
を
抑
制
す
る
た
め
に
、
ロ
シ

ア
中
央
銀
行
は
政
策
金
利
を
24
年
10
月
に
は
21・０
％
に
ま
で
引
き

上
げ
た
。
さ
す
が
に
産
業
界
か
ら
悲
鳴
が
上
が
り
、
エ
リ
ヴ
ィ
ラ
・

ナ
ビ
ウ
リ
ナ
中
央
銀
行
総
裁
の
解
任
を
求
め
る
「
ナ
ビ
ウ
リ
ナ
お
ろ

し
」
の
動
き
ま
で
生
じ
た
。
25
年
に
入
り
経
済
が
失
速
し
始
め
た
こ

と
か
ら
、中
銀
は
利
下
げ
に
転
じ
、26
年
２
月
に
は
15・５
％
に
ま
で

低
下
し
て
い
る
。
た
だ
、
依
然
と
し
て
か
な
り
の
高
金
利
で
あ
る
こ

と
に
変
わ
り
は
な
く
、
企
業
活
動
を
圧
迫
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
考
え
る
と
、
ロ
シ
ア
経
済
が
23
〜
24
年
の
「
過
熱
」
か

ら
一
転
し
て
、
25
年
に
は
明
ら
か
に
「
冷
え
込
み
」
に
転
じ
た
の
は
、
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必
然
の
成
り
行
き
だ
っ
た

と
言
え
る
。
な
お
、
２
０
２

５
年
の
経
済
成
長
率
に
関

し
て
は
、
２
月
６
日
に
ロ
シ

ア
統
計
局
よ
り
１・０
％
と

い
う
速
報
値
が
正
式
に
発

表
さ
れ
た
。
25
年
秋
に
26
年

の
連
邦
予
算
を
編
成
し
た

際
前
提
と
な
っ
た
経
済
見

通
し
に
よ
れ
ば
、
向
こ
う
３

年
の
経
済
成
長
率
は
、
26
年

が
１・３
％
、
27
年
が
２・

８
％
、
28
年
が
２・５
％
と

さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ

の
見
通
し
は
非
現
実
的
に

な
り
つ
つ
あ
り
、
マ
ク
シ

ム
・
レ
シ
ェ
ト
ニ
コ
フ
経
済
発
展
大
臣
は
、
同
省
で
は
近
く
、
今
後

３
年
間
の
マ
ク
ロ
経
済
予
測
を
見
直
す
こ
と
に
な
る
と
述
べ
た
。

国
家
予
算
の
苦
し
い
台
所
事
情

　

ロ
シ
ア
経
済
が
苦
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
、
２
０
２
５
年

の
国
家
財
政
を
通
じ
て
概
観
し
て
み
る（
表
参
照
）。25
年
の
連
邦
予

算
は
、
当
初
は
歳
入
が
40・３
兆
ル
ー
ブ
ル
、
歳
出
が
41・５
兆
ル
ー

ブ
ル
、収
支
が
１・２
兆
ル
ー
ブ
ル
の
赤
字（
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
０・５
％
）

で
成
立
し
た
。
な
お
、
産
油
国
の
ロ
シ
ア
で
は
、
歳
入
が
石
油
・
ガ

ス
歳
入
と
非
石
油
・
ガ
ス
歳
入
に
大
別
さ
れ
、当
初
は
そ
れ
ぞ
れ
10・

９
兆
ル
ー
ブ
ル
と
29・４
兆
ル
ー
ブ
ル
に
設
定
さ
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
25
年
に
入
る
と
、
現
実
は
当
初
予
算
か
ら
乖
離
し
て
い

く
。
４
月
に
は
早
く
も
修
正
作
業
が
始
ま
り
、
６
月
に
修
正
法
が
成

立
し
た
。
特
に
、
ロ
シ
ア
が
輸
出
す
る
ウ
ラ
ル
原
油
の
価
格
が
低
迷

し
、
石
油
・
ガ
ス
歳
入
が
想
定
を
大
幅
に
下
回
っ
た
こ
と
か
ら
、
歳

入
の
下
方
修
正
が
不
可
避
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
い
て
歳
出
は
膨
ら
み

続
け
た
た
め
、
こ
ち
ら
は
増
額
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、

こ
の
時
点
で
３・８
兆
ル
ー
ブ
ル
と
い
う
、
よ
り
大
き
な
財
政
赤
字

を
計
上
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

６
月
の
修
正
時
点
で
は
、
非
石
油
・
ガ
ス
歳
入
は
上
向
く
と
期
待

さ
れ
て
上
方
修
正
さ
れ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
そ
の
後
、
こ
ち
ら

も
下
ブ
レ
す
る
。
結
局
、
11
月
に
２
度
目
の
修
正
法
を
採
択
し
、
財

政
赤
字
は
６・３
兆
ル
ー
ブ
ル
へ
と
さ
ら
に
膨
ら
ん
だ
の
だ
っ
た
。

最
終
的
な
決
算
は
11
月
の
修
正
法
と
ほ
ぼ
同
レ
ベ
ル
と
な
り
、
財
政

赤
字
は
５・６
兆
ル
ー
ブ
ル
と（
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２・６
％
）、現
代
ロ
シ

ア
史
上
で
最
大
の
赤
字
額
を
記
録
し
た
。

図 2025年ロシア連邦予算の顛末
（単位：10億ルーブル）

歳入 歳出 収支石油
・ガス

非石油
・ガス

当初予算 40,296 10,936 29,360 41,470 ▲1,174
1 回目の修正（ 6月成立） 38,506 8,317 30,189 42,299 ▲3,793
2 回目の修正（11月成立） 36,562 8,654 27,908 42,821 ▲6,259
決算 37,284 8,477 28,807 42,928 ▲5,644
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際
立
つ
の
は
や
は
り
石
油
・
ガ
ス
歳
入
の
不
振
で
、
25
年
に
は
歳

入
全
体
に
占
め
る
そ
の
比
率
が
22・７
％
と
、
少
な
く
と
も
過
去
20

年
間
で
は
最
低
の
レ
ベ
ル
と
な
っ
た
。
財
務
省
は
、
予
算
の
持
続
可

能
性
を
高
め
る
た
め
、
石
油
・
ガ
ス
歳
入
へ
の
依
存
度
を
意
図
的
に

低
下
さ
せ
て
い
く
と
い
う
方
針
を
表
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
合
理

的
な
政
策
選
択
と
い
う
よ
り
は
、
不
都
合
な
現
実
を
追
認
し
た
と
の

感
が
強
い
。

底
を
つ
く
財
政
リ
ザ
ー
ブ

　

ロ
シ
ア
の
場
合
、
財
政
赤
字
を
穴
埋
め
す
る
手
段
は
、
国
債
発
行

だ
け
で
は
な
い
。
石
油
が
高
い
時
期
に
貯
め
込
ん
で
お
い
た
財
政
の

リ
ザ
ー
ブ
「
国
民
福
祉
基
金
」
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
の
赤
字
補
填
も

可
能
で
あ
る
。
現
時
点
で
国
民
福
祉
基
金
は
、
も
っ
ぱ
ら
人
民
元
と

金
（
ゴ
ー
ル
ド
）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
２
０
２
５
年
に
は
、

ロ
シ
ア
当
局
が
国
民
福
祉
基
金
の
金
を
売
却
し
、
そ
し
て
金
が
中
国

に
輸
出
さ
れ
る
と
い
う
流
れ
が
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
は
中
国
に
25・３

ト
ン
の
金
を
売
却
し
、
33
億
ド
ル
を
調
達
し
た
。

　

実
は
、
国
民
福
祉
基
金
の
か
な
り
の
部
分
は
、
す
で
に
国
営
企
業

へ
の
出
資
や
国
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
投
資
と
い
う
形
で
支
出
さ
れ

て
し
ま
っ
て
お
り
、
資
産
に
は
違
い
な
い
が
現
金
化
は
不
可
能
で
あ

る
。
そ
れ
以
外
の
、
人
民
元
と
金
で
保
有
し
て
い
る
「
流
動
資
産
」

は
底
を
つ
い
て
き
て
お
り
、
25
年
末
時
点
で
５
２
２
億
ド
ル
に
ま
で

低
下
し
た
。
う
ち
、
金
が
２
２
０
億
ド
ル
相
当
（
保
有
量
は
１
６
０

ト
ン
）
で
、
人
民
元
が
３
０
０
億
ド
ル
相
当
と
な
っ
て
い
る
。
ロ
シ

ア
政
府
は
、
26
年
の
財
政
赤
字
補
填
は
主
に
、
国
民
福
祉
基
金
で
は

な
く
国
債
発
行
で
賄
う
構
え
で
あ
る
。

　

26
年
の
連
邦
予
算
赤
字
は
３・８
兆
ル
ー
ブ
ル
（
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
１・

６
％
）
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
来
て
ロ
シ
ア
の
景

気
減
速
が
よ
り
一
層
鮮
明
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
こ

れ
は
甘
い
見
通
し
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
従
来
20
％
だ
っ
た
付

加
価
値
税
が
、
年
初
か
ら
22
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
財
政
当

局
は
税
収
確
保
に
躍
起
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
現
実
に
は
歳
入
欠

陥
と
赤
字
拡
大
が
生
じ
る
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。

言
う
ま
で
も
な
く
元
凶
は
戦
争

　

も
ち
ろ
ん
、
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
元
凶
は
、
戦
争
で
あ
る
。
２

０
２
５
年
の
時
点
で
、
ロ
シ
ア
の
「
国
防
費
」
は
連
邦
歳
出
の
32・

１
％
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
６・２
％
を
占
め
て
い
る
。
侵
攻
前
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

３
％
前
後
だ
っ
た
か
ら
、「
国
防
費
」の
規
模
は
ほ
ぼ
倍
増
し
た
格
好

で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ロ
シ
ア
が

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
費
や
し
て
い
る
支
出
は
、
狭
義
の
「
国
防
費
」
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に
は
と
ど
ま
ら
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。少
な
く
と
も
、「
国
家
安
全

保
障
・
治
安
活
動
費
」
は
「
準
軍
事
費
」
と
捉
え
る
の
が
常
識
と
な

っ
て
お
り
、
そ
れ
を
加
え
る
と
２
０
２
５
年
の
実
質
的
な
国
防
費
は

連
邦
歳
出
の
40・２
％
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
７・８
％
に
ま
で
上
昇
す
る
。
さ

ま
ざ
ま
な
費
目
の
中
に
隠
れ
て
い
る
軍
事
関
連
支
出
を
す
べ
て
合
計

す
る
と
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
10
％
ほ
ど
に
の
ぼ
る
と
い
う
有
力
な
見
方
も
あ

る
。

　

26
〜
28
年
の
連
邦
予
算
に
よ
れ
ば
（
ロ
シ
ア
の
連
邦
予
算
は
３
カ

年
の
ス
パ
ン
で
編
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
）、「
国
防
費
」＋

「
国
家
安
全
保
障
・
治
安
活
動
費
」
の
連
邦
歳
出
比
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
今

後
３
年
間
で
低
下
し
て
い
く
こ
と
に
は
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
泥
沼
化
し
て
い
け
ば
、
そ
の
シ
ナ
リ
オ
は
あ
っ
さ

り
と
崩
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
犠
牲
に
な
る
の
は
、
教
育
、
医
療
、

科
学
、
イ
ン
フ
ラ
と
い
っ
た
ロ
シ
ア
の
未
来
へ
の
投
資
で
あ
る
。

石
油
・
ガ
ス
輸
出
も
低
迷
続
く

　

上
述
の
と
お
り
、
財
政
の
歳
入
面
で
不
振
の
主
因
と
な
っ
て
い
る

の
が
、
石
油
・
ガ
ス
歳
入
の
低
迷
で
あ
る
。
比
率
的
に
は
、
石
油
歳

入
が
85
％
、
ガ
ス
歳
入
が
15
％
ほ
ど
と
さ
れ
て
お
り
、
前
者
の
重
要

性
が
圧
倒
的
に
高
い
。２
０
２
５
年
の
石
油
・
ガ
ス
歳
入
は
８・５
兆

ル
ー
ブ
ル
に
終
わ
り
、こ
れ
は
前
年
比
23・８
％
減
で
、当
初
予
算
を

22・５
％
も
割
り
込
ん
だ
。

　

25
年
の
石
油
・
ガ
ス
歳
入
の
減
少
は
、
三
つ
ほ
ど
の
要
因
に
よ
っ

て
決
ま
っ
た
と
言
え
る
。そ
れ
は
、①
世
界
的
な
原
油
価
格
の
下
落
、

で
あ
り
、
②
ロ
シ
ア
の
主
力
油
種
で
あ
る
ウ
ラ
ル
原
油
の
デ
ィ
ス
カ

ウ
ン
ト
幅
の
拡
大
、
で
あ
り
、
ま
た
、
③
ル
ー
ブ
ル
高
、
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
ル
ー
ブ
ル
の
対
米
ド
ル
・
レ
ー
ト
は
、
25
年
の
年
初
は

１
ド
ル
＝
１
０
２
ル
ー
ブ
ル
だ
っ
た
が
、
年
末
に
は
そ
れ
が
78
ル
ー

ブ
ル
に
な
っ
た
。
ル
ー
ブ
ル
が
下
落
す
る
と
、
ロ
シ
ア
経
済
崩
壊
の

兆
し
と
見
て
小
躍
り
す
る
人
が
い
る
が
、
短
期
的
に
は
国
家
歳
入
増

に
つ
な
が
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
25
年
に
は
、
ロ
シ
ア
財
政

も
、
多
く
の
輸
出
企
業
も
、
ル
ー
ブ
ル
高
に
苦
し
ん
だ
の
だ
っ
た
。

　

一
方
、
欧
州
の
代
表
的
な
油
価
で
あ
る
ブ
レ
ン
ト
油
価
は
、
25
年

の
年
初
は
１
バ
レ
ル
76
ド
ル
程
度
だ
っ
た
が
、
年
末
に
は
61
ド
ル
程

度
ま
で
下
落
し
た
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ラ
ル
原
油
の
値
下
が
り
は
そ
れ
よ

り
も
激
し
く
、
年
初
に
は
70
ド
ル
前
後
だ
っ
た
も
の
が
、
年
末
に
は

39
ド
ル
程
度
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
ウ
ラ
ル
原
油
の
ブ
レ
ン
ト
に
対

す
る
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
幅
は
、
25
年
終
盤
に
は
バ
レ
ル
20
〜
25
ド
ル

に
ま
で
広
が
っ
た
。
米
国
が
ロ
シ
ア
の
石
油
大
手
ロ
ス
ネ
フ
チ
お
よ

び
ル
ク
オ
イ
ル
に
対
し
て
制
裁
を
科
し
た
こ
と
や
、
米
国
に
よ
る
二

次
関
税
の
圧
力
を
受
け
た
イ
ン
ド
の
買
い
控
え
な
ど
が
背
景
に
あ

る
。
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ロ
シ
ア
当
局
は
、
26
年
に
石
油
・
ガ
ス
歳
入
が
回
復
す
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。
し
か
し
、
中
東
情
勢
で
国
際
石
油
価
格
が
上
昇
す

る
可
能
性
も
あ
る
と
は
い
え
、
ロ
シ
ア
の
石
油
輸
出
に
も
恩
恵
が
及

び
、
歳
入
増
に
つ
な
が
る
か
は
不
透
明
だ
。

「
い
つ
戦
費
が
尽
き
る
か
」
は
愚
問
で
あ
る

　

以
上
論
じ
て
き
た
と
お
り
、
ロ
シ
ア
経
済
・
財
政
は
２
０
２
５
年

に
は
明
ら
か
に
行
き
詰
ま
り
、
舵
取
り
は
日
増
し
に
厳
し
く
な
っ
て

き
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
、
多
く
の
人
が
問
い
た
く
な
る
の
が
、「
で

は
ロ
シ
ア
経
済
は
い
つ
ま
で
持
つ
か
？
」、「
戦
費
は
い
つ
尽
き
る
の

か
？
」
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　

筆
者
自
身
、
22
年
の
開
戦
以
来
、
何
百
回
と
な
く
そ
の
質
問
を
受

け
、そ
の
都
度
苦
心
し
て
回
答
を
ひ
ね
り
出
し
て
き
た
。「
そ
れ
は
時

間
軸
と
い
う
よ
り
も
イ
ベ
ン
ト
（
中
国
シ
ョ
ッ
ク
と
か
、
ト
ラ
ン
プ

再
登
板
と
か
）
次
第
で
し
ょ
う
」
と
逃
げ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、

「
２
年
く
ら
い
か
…
…
」
な
ど
と
具
体
的
な
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
を
口

走
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
も
そ
も
「
戦
費
が
尽
き
る
か
」
と
い
う
問
い
は
、「
静

的
な
イ
メ
ー
ジ
の
誤
解
」
に
立
脚
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
い
。
国
家

財
政
を
家
計
の
よ
う
に
、
単
純
に
お
金
の
出
と
入
り
と
し
て
捉
え
る

発
想
で
あ
る
。「
あ
と
何
年
で
戦
費
が
尽
き
る
の
か
」
と
い
う
問
い

は
、
暗
黙
の
う
ち
に
、
ロ
シ
ア
に
は
固
定
的
な
戦
争
原
資
の
プ
ー
ル

が
あ
り
、
そ
れ
を
取
り
崩
し
て
戦
争
を
し
て
い
て
、
ゼ
ロ
に
な
れ
ば

終
了
、
と
い
う
モ
デ
ル
を
前
提
に
し
て
い
る
。

　

実
際
の
国
家
財
政
、と
り
わ
け
権
威
主
義
体
制
下
の
戦
時
経
済
は
、

課
税
、
国
債
発
行
、
通
貨
・
為
替
政
策
、
外
貨
準
備
、
国
家
基
金
の

利
用
、
軍
需
へ
の
資
源
再
配
分
と
い
っ
た
動
的
な
政
策
手
段
の
連
続

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
問
題
は
「
資
金
が
尽
き
る
か
」
で
は
な
く
、
ど

の
程
度
の
経
済
的
歪
み
と
将
来
コ
ス
ト
を
受
け
入
れ
る
か
な
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
量
で
は
な
く
質
の
問
題
だ
。

　

経
済
学
的
に
言
え
ば
、
こ
の
議
論
は
流
動
性
制
約
の
問
題
で
は
な

く
、
成
長
経
路
の
歪
み
と
資
源
配
分
の
硬
直
化
の
問
題
で
あ
る
。
ロ

シ
ア
の
よ
う
に
資
源
と
い
う
外
貨
獲
得
源
を
持
ち
、
国
家
が
金
融
シ

ス
テ
ム
を
強
く
統
制
し
、
反
対
派
を
政
治
的
に
抑
え
込
め
る
体
制
で

あ
れ
ば
、
名
目
的
な
戦
費
は
相
当
期
間
、
動
員
可
能
と
な
ろ
う
。

　

し
か
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
成
長
率
の
低
位
固
定
化
、
生
産
性

の
停
滞
、
投
資
の
軍
需
偏
重
、
民
需
の
圧
迫
、
技
術
的
周
辺
化
、
人

的
資
本
流
出
、
財
政
の
恒
常
的
軍
事
化
、
将
来
世
代
へ
の
負
担
な
ど

の
構
造
的
問
題
が
積
み
上
が
る
。

　

問
う
べ
き
は
、
戦
費
の
残
高
で
は
な
い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
配
と
い

う
妄
想
に
囚
わ
れ
た
プ
ー
チ
ン
氏
が
、
ど
こ
ま
で
ロ
シ
ア
の
未
来
を

削
る
用
意
が
あ
る
か
だ
。


